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中間整理の構成

第１章 計画策定の意義

第２章 計画の目標

第３章 計画推進の基本方針

第４章 計画の主要施策

第１節 北海道開発の経緯
１．北海道開発の歴史

２．第８期北海道総合開発計画の経緯

第２節 新たな北海道総合開発計画の意義

第１節 我が国を取り巻く状況
１．人口減少・少子高齢化と人口動態の変化

２．気候変動と自然災害の激甚化・頻発化
３．社会を変える技術
４．国際情勢の変化

第２節 北海道の資源・特性
１．広大な大地
２．食料供給力
３．エネルギー・資源
４．自然環境・文化
５．地理的特性・寒冷地技術

第３節 2050年の北海道の将来像
１．国の課題解決のために果たす役割

２．将来像
３．将来像を支える社会基盤
４．将来像を実現するために進むべき方向性

第４節 新たな北海道総合開発計画の目標
目標１「我が国の豊かな暮らしを支える北海道

～食料安全保障、脱炭素化、観光立国等を先導」

目標２「北海道の価値を生み出す北海道型地域構造

～生産空間の維持・発展と強靱な国土づくり」

第１節 計画の期間
おおむね10年間

第２節 計画の主要施策

第３節 計画の進め方
１．「リアル」と「デジタル」のハイブリッドによる北海道型地域構造の

保持・形成
２．計画の実効性を高めるための方策

（１）官民の垣根を越えた「共創」
（２）社会変革の鍵となるＤＸ・ＧＸの推進
（３）フロンティア精神の再発揮
（４）戦略的な社会資本整備

３．計画のマネジメント

第１節「我が国の豊かな暮らしを支える北海道～食料安全保障、
脱炭素化、観光立国等を先導」に係る主要施策

１．食料安全保障を支える農林水産業・食関連産業の持続的な発展
２．地球温暖化対策を先導する活力ある脱炭素社会の実現
３．世界トップクラスの観光地の形成
４．地域の強みを活かした産業の育成
５．豊かな自然と共生する持続可能な社会の形成
６．北方領土隣接地域等の振興
７．アイヌ文化の振興等

第２節「北海道の価値を生み出す北海道型地域構造～生産空間の
維持・発展と強靱な国土づくり」に係る主要施策

１．デジタルの活用による生産空間の維持・発展
２．多様で豊かな地域社会の形成
３．北海道型地域構造を支え、世界を見据えた人流・物流ネットワークの形成
４．生産空間を守り安全・安心に住み続けられる強靱な国土づくり
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計画策定の意義（第１章）、 計画の目標（第２章）

計画策定の意義 《北海道開発の基本的意義》北海道の資源・特性を活かして、その時々の国の課題解決に貢献するとともに、地域の活力ある発展を図る。

○ 第８期計画では、北海道の強みである「食」と「観光」を担う「生産空間」を支えながら「世界水準の価値創造空間」の形成を目指すこととした。
○ しかし、感染症の拡大、2050年カーボンニュートラルに向けた国の政策の展開、ウクライナ情勢や円安等を背景としたエネルギーや食料品の価格高騰、国

際的な供給不安が発生するなど、北海道開発を取り巻く状況に急速かつ大きな変化が生じている。
○ 広域分散型社会を形成し、再生可能エネルギーのポテンシャルが高い北海道は、我が国の経済社会づくりを先導する役割を担っていかなければならない。
○ 北海道開発を推進するためには、あらゆる主体がデジタル技術を活用して連携・協働し課題解決の取組を推し進める必要がある。
○ このため、2050年までの長期を見据えた北海道開発の展開の方向と施策の内容を示すものとして新たな計画を策定する。

計画の目標

北海道が果たすべき６つの役割
① 分散型国づくりを支える地方創生を先導する
② 我が国の食料安全保障を支える
③ 我が国の脱炭素化を先導する
④ 北海道の自然環境・文化を受け継ぐ
⑤ 生産空間を守り安全・安心に住み続けられる強靱な国土をつくる
⑥ 競争力のある産業を育成し我が国の経済成長に貢献する

我が国を取り巻く状況
・北海道の人口減少・高齢化は全国を
上回るスピードで進行
・北海道は全国の他の地域と比べて気候
変動の影響による将来の降雨量の増加
率が大きい。水害等の激甚化・頻発化
や農作物の生育障害、品質低下等の
深刻化が懸念
・エネルギーや食料品の価格高騰や国際的な供給不安が発生 等

北海道の資源・特性（ポテンシャル）
・豊かな資源に恵まれた北海道には、変化に立ち
向かい課題を解決する「広大な大地、食料
供給力、エネルギー・資源、自然環境・
文化」等のポテンシャルがある。

将来像（北海道が果たすべき役割を踏まえた2050年の将来像）

食、観光、脱炭素化等の北海道の強みを活かした産業が国内外に展開し、
豊かな北海道が実現することで、我が国の経済安全保障に貢献している。

デジタルの実装により、北海道内の地方部における定住・交流環境が維持
されるとともに、国内外から人を魅きつける多様な暮らし方が実現してい
る。

進むべき方向性
（将来像を実現するために進むべき12の方向性）

世界市場を見据えた「食」、「観光」、「再生可能エネルギー」産業を形成
地域で生まれ、育ち、安心して暮らしていくことのできる社会を形成
大規模災害から生命・財産を守り、社会の重要な機能を維持 等

全国よりも10年先んじて人口減少が進展
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将来像を見据えた新たな計画の目標
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計画推進の基本方針（第３章） 計画の進め方①

農業就業者１人当たり農業産出額

市町村別の再生可能エネルギー導入潜在力

生産空間は、これまでの「食」と「観光」という強みに加えて、「脱炭素化」への貢献
という新たな価値が加わり、一層重要性が高まる。

１．「リアル」と「デジタル」のハイブリッドによる北海道型地域構造の保持・形成

市町村別の森林蓄積量

北海道型地域構造（イメージ）

食料生産は実際
にその場に住み続
ける、観光は実際
にその場に行くと
いう「リアル」を
前提に成立。

広域分散型社会における生活環境を維持するためには、デジタル
技術の活用による「リアル」の補強・補完が有効。
実際の人々の営みを支える「リアル」と、時間と空間の制約を克

服できる「デジタル」のハイブリッドを各種施策推進のコア概念と
して、「生産空間」を維持・発展。

住居を○で表示

農業就業者１人あたり

農業産出額（千万円/人）

1.4 - (48)

1.2 - 1.4未満 (8)

1.0 - 1.2未満 (18)

0.6 - 1.0未満 (57)

0   - 0.6未満 (48)

地域資源 (1,065)

観光資源 (501)

20,001千㎥～

10,001～20,000千㎥

5,001～10,000千㎥

1,001～5,000千㎥

～1,000千㎥

第８期計画では、北海道の強みである「食」と
「観光」を担う場である「生産空間」の維持・発展
を北海道開発の中心的課題と位置付け。

「北海道型地域構造」は、北海道の豊かな価値を
生み出す「生産空間」に住み続けられる環境を実現
するため、機能分担を基に広域分散型社会を捉えた
北海道総合開発計画の根幹となる概念。

生産空間は主と
して地方部に存在
し散居形態。

地域資源・観光資源の分布

居住形態の比較

北海道 本州以南

スマート農業

デジタル技術の活用例

遠隔医療

ドローン物流
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出典：北海道開発分科会第５回計画部会資料３「北海道型地域構造の考え方について」から作成

出典：「地理院地図」を加工
して北海道局作成

出典：岩見沢市

出典：NZTelehealth Resource Center HP
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計画推進の基本方針（第３章） 計画の進め方②

（１）官民の垣根を越えた「共創」

（２）社会変革の鍵となるＤＸ・ＧＸの推進

（４）戦略的な社会資本整備

（３）フロンティア精神の再発揮
・果敢に挑戦する人材の育成など人への投資を推進。

・民間企業等が公的役割を担う取組を支援し、地域の課題を解決する社会を実現。

・経済社会システムを変革し、課題解決と新たな価値を創出するＤＸ・ＧＸを推進。

・流域治水やグリーンインフラなど北海道の自然や地形を活かした整備。

・食料安全保障に貢献する生産基盤の強化や観光振興にも寄与する交通ネットワークの整備。

・新技術の積極的導入や技術研究開発を推進。

・宇宙関連産業など地理的・気候的な優位
性を活かした先駆的産業への支援。

・北海道の強みである農業等でフロンティ
ア精神を再び発揮。

ドローン物流

農業生産基盤・情報通信基盤の整備

地産地消の分散型エネルギーシステム
構築の促進

北海道大樹町で開催された
「宇宙サミット2022」

写真：北海道宇宙サミット実行委員会提供

北海道の地域特性を活かした流域治水
札幌駅周辺における

交流拠点整備（イメージ）

創業支援・長期インターンシップの取組
出典：NPO法人北海道エンブリッジ

生産空間の物流を支える取組（物流事業者と連携し、道の駅を活用した中継輸送）

出典：資源エネルギー庁ＨＰ

女性起業家支援ネットワーク形成の取組
（ほくじょき.net）

出典：デジタル田園都市国家構想総合戦略（概要）

２．計画の実効性を高めるための方策

提供：札幌駅交流拠点北５西１・西２
地区市街地再開発準備組合

耐震強化岸壁等の整備



計画の主要施策（第４章） 中間整理に掲載している施策のイメージ

北海道価値
創造パート
ナーシップ
活動
（Web交流会）

北村
遊水地

根幹的な治水対策としての遊水地の整備

高規格道路の整備

食品を載せて自宅前
に到着するドローン

積雪寒冷を考慮した防寒機能付きの
津波避難タワーの整備

地域資源の有効
活用、エネルギー
の地産地消等に
よる地域活性化 各地域の保存会による舞踊披露

北海道の強み「食」、「観光」を一層強化

「再生可能エネルギー」ポテンシャルの発揮で全国の「脱炭素化」
に貢献し地域経済に利益をもたらすとともに新しい産業を育成

北海道の雄大な自然や多様な文化等の価値の維持、北方領土隣接
地域や国境周辺地域の振興

デジタル技術により時間と空間の制約を克服し
必要なサービスを享受

多様な人材の地域活動への参加促進、生産
空間の魅力や定住・交流環境の向上

生活サービスへアクセス可能な交通ネットワークの確保、広域的な人流・
物流を支える交通・輸送体系の強化

地域の暮らしを守り北海道のポテンシャル
を活かして我が国の国土強靱化に貢献

出典：大樹町ＨＰ

宇宙関連産
業等の振興

保水・浄化機能、洪水調節機能等を
有する湿原

離島港湾の整備
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○ 食料安全保障を支える農林水産業・食関連産業の持続的な発展
○ 世界トップクラスの観光地の形成

○ 地球温暖化対策を先導する活力ある脱炭素社会の実現
○ 地域の強みを活かした産業の育成

○ 豊かな自然と共生する持続可能な社会の形成
○ 北方領土隣接地域等の振興
○ アイヌ文化の振興等

○ デジタルの活用による生産空間の維持・発展

○ 多様で豊かな地域社会の形成

○ 北海道型地域構造を支え、世界を見据えた人流・物流ネットワークの形成

○ 生産空間を守り安全・安心に住み続けられる
強靱な国土づくり

観光消費額単価の高い
高付加価値旅行者に向
けた観光コンテンツ創出

輸入依存度の高い
小麦・大豆・飼料
作物等の生産・利
用拡大

北方領土問題解決のための環境づくり

出典：北海道経済産業局HP

空港の受入機能強化

✈ 末端取付誘導路
複線化(南側)

デアイシング
エプロン(予定)

Ｂ 滑 走 路

Ａ 滑 走 路

Ｄ(平行)誘導路

駐機場

(運用中)

(除雪車両)

平行誘導路複線化

✈✈

✈

末端取付誘導路
複線化(北側)


